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平成25年４月星ケ丘厚生年金病院臨床研究審査委員会会議の記録の概要

開催日時

開催場所

出席委員名

織題及び審議

結果を含む主

な溌論の概要

平成２５年４月２２日（月）１７:30～18:0０

星ヶ丘厚生年金病院新会議室Ａ

辰巳満俊、辰野真理子、中島充、岡田填二、加藤晴久、伊藤泰司、水谷雅生、

道下佳子、宮本光裕、畑山仁男、池逼義教、前野宏

委員長より今年度委員長及び委員の紹介後、会の成立を確麗して議事に入った。

■前回の会識の記録の概要

前回（2013年３月２５日）の本委員会の会溌の記録の概要の確認が為された。この内容で当

院のホームページ上で公表することが承盟された。

【治験に関する継続審査】

■第一三共株式会社の依頼による虚血性脳血管障害患者を対象とした

CS-747S（プラスグレル塩酸塩）の既存治療対照第Ⅲ相二重盲検比較試験

海外で潔められた新たな安全性情報について、引き続き治験を実施することの妥当性につい

て審識した。

また、実施体制変更による治験実施計画書（別紙１）の変更について、治験を継続して行う

ことの妥当性、適格性について審議した。

、審蟻結果：承翻

【臨床研究に関する継続審査】

■AphaseⅡtrialofneoadjuvantimatinibforlargegastricGISTinJapanandKorea

(大型の胃GISTに対する術前イマチニブ療法の日韓共同第Ⅱ相試験）

症例集積のため、研究デザインが「日本と韓国における二国間・多施設共同第Ⅱ相試験」か

ら「アジアにおける多施設共同第Ⅱ相試験」に変更され、実施計画書が変更されることについ

て、引き続き研究を実施することの妥当性について審議した。それに伴い、課題名が「Aphase

ⅡtrialofneoadjuvantimatinibforlargegastricGISTinAsia(大型の胃ＧＩＳＴに対す

る術前イマチニブ療法のアジア共同第Ⅱ相試験)」に変更され、研究期間が延長された。

審綴結果：承潔

【製造販売後鯛査に関する継続審査】

以下の製造販売後調査の変更について報告があった。

■InterBladeNailシステム

調査実施期間の延長と調査症例数の追加

■ヒユミラ皮下注40ｍｇシリンジ0.8mＩ

調査実施期間の延長と調査症例数の追加

【製造販売後調査に関する終了報告】

以下の製造販売後調査の終了報告があり、特に意見なく了解された。

■アクテムラ

■アクテムラ（長期フォローアップ調査）

■レミケード点滴静注用１００（乾癖）

【後ろ向き観察研究報告】

以下、迅速審査にて承認の報告があった。

■外来診察を待つ患者の過ごし方の特徴

－１－
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【星ヶ丘厚生年金病院臨床研究審査委員会規程等について】

『星ヶ丘厚生年金病院臨床研究審査委員会規程』第５条、及び『星ケ丘厚生年金病院臨床研究

審査委員会標準業務手順書』第３条の「委員長」について、「副院長」を「副院長又はこれに

準ずる者」に平成25年４月１日付で改正することについて、承浬された。

以上

-２－
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平成25年５月星ケ丘厚生年金病院臨床研究審査委員会会議の記録の概要

開催日時

開催場所

出席委員名

議題及び審議

結果を含む主

な議舗の概要

平成25年５月２７日（月）１７:40～18:００

星ヶ丘厚生年金病院新会議室Ａ

辰巳満俊、辰野真理子、加藤晴久、伊藤泰司、水谷雅生、道下佳子、小西由起子、

宮本光裕、畑山仁男、池過義教、塙由美子、前野宏

会の成立を確認して議事に入った。

■前回の会議の記録の概要

前回（2013年４月２２日）の本委員会の会議の記録の概要の確認が為された。この内容で当

院のホームページ上で公表することが承潔された。

【臨床研究依頼】

■特定大規模施設における大腿骨近位部骨折の記述疫学に関する研究

研究を行うことの妥当性について審議した。

審議結果：承認

【製造販売後調査依頼】

以下の製造販売後調査について、調査を行うことの妥当性について審議した。

■ホスリボン配合穎粒

審議結果：承認

【治験に関する継続審査】

■第一三共株式会社の依頼による虚血性脳血管障害患者を対象とした

CS-747S（プラスグレル塩酸塩）の既存治療対照第Ⅲ相二重盲検比較試験

海外で潔められた新たな安全性情報について、引き続き治験を実施することの妥当性につい

て審議した。

また、記戟整備及び実施体制変更等による治験実施計画書の変更について、治験を継続して

行うことの妥当性、適格性について審議した。

審議結果：承認

【製造販売後調査に関する継続審査】

以下の製造販売後調査の契約変更について、報告があった。

■バップフォー

調査実施医師の変更

【製造販売後調査に関する終了報告】

以下の製造販売後調査の終了報告があり、特に意見なく了解された。

■セレコックス錠

■フエントステープ1ｍｇ・４m９．８mｇ

【後ろ向き観察研究報告】

以下、迅速審査にて承認の報告があった。

■退院支援システム構築に伴う退院調整加算への影響

【臨床研究倫理指針説明会について】

｢臨床研究に関する倫理指針」の内容、臨床研究実施時の留意点、院内手続きについて、６

月１７日、１８日に院内説明会を開催するとの案内があった。

以上

－１－
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平成25年６月星ケ丘厚生年金病院臨床研究審査委員会会議の記録の概要

開催日時

開催場所

出席委員名

鍛題及び審議

結果を含む主

な議論の概要

平成２５年６月２４日（月）１７:40～18:2０

星ヶ丘厚生年金病院新会識室Ａ

辰巳満俊、辰野真理子、中島充、演田雅之、加藤晴久、水谷雅生、道下佳子、

小西由起子、岡田慎二、宮本光裕、畑山仁男、池過義教、塙由美子、前野宏

会の成立を確麗して議事に入った。

■前回の会議の記録の概要

前回（2013年５月２７日）の本委員会の会議の記録の概要の確認が為された。この内容で当

院のホームページ上で公表することが承認された。

【臨床研究依頼】

■カスタムメイドテンプレートを用いた骨関節手術に対する精度調査

研究を行うことの妥当性について審議した。

審議結果：修正の上承翻

主な修正事項：説明文書に関して、この手術方法は股関節手術の領域では保険適応されてい

ないことを明記すること。

【製造販売後調査依頼】

以下の製造販売後鯛査について、調査を行うことの妥当性について審議した。

■シムジア皮下注２００ｍｇシリンジ

■スチバーガ錠４０ｍ ９

審議結果：承浬

【治験に関する継続審査】

■第一三共株式会社の依頼による虚血性脳血管障害患者を対象とした

CS-747S（プラスグレル塩酸塩）の既存治療対照第Ⅲ相二重盲検比較試験

国内および海外で認められた新たな安全性情報について、引き続き治験を実施することの妥

当性について審織した。

また、当院で発生した重篤な有害事象（胆石症）に関する報告があり、引き続き治験を実施す

ることの妥当性について審識した。

審議結果：承認

【臨床研究に関する継続審査】

■ＯＧＳＧ１１０８：S-1による胃癌術後補助化学療法患者に対する成分栄養剤

(エレンタールe）の有用性に関する第Ⅱ相臨床試験

期間延長、及び実施体制変更等による治験実施計画書（第五稿→第六稿）の変更について、

引き続き研究を実施することの妥当性について審議した。

審議結果：承潔

■急性期脳卒中患者の離床時のリスク管理における脳組織酸素モニタの有用性について

症例集積のため研究対象の条件を拡大したことによる実施計画書の変更について、引き続き

研究を実施することの妥当性について審議した。

審議結果：承翌

－１－
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【製造販売後調査に関する継続審査】

以下の製造販売後調査の契約変更について、報告があった。

■シンポニー皮下注５０ｍｇシリンジ

調査実施期間の延長

【臨床研究に関する終了報告】

以下の臨床研究の終了報告があり、特に意見なく了解された。

■Ｎ－ＳＡＳＢＣＯ６：レトロゾールによる術前内分泌療法が奏功した閉経後乳癌患者に

対する術後化学内分泌療法と内分泌単独療法のランダム化比較試験

(付随研究：乳がん患者の多目的コホート研究）

【製造販売後調査に関する終了報告】

以下の製造販売後調査の終了報告があり、特に意見なく了解された。

■プラビックス錠

■ルセンティス硝子体内注射液

【後ろ向き観察研究報告】

以下、迅速審査にて承認の報告があった。

■血管アセスメント導入後における末梢静脈留置の実態

■Charlsoncomorbidityindex（CCI）の有用性の後方視的検討

■回復期リハビリテーション病棟から在宅へ退院した患者の看護必要度に関する研究

■呼吸リハビリ患者への効果的な生活指導～習得に差が生じる要因とは

以上
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平成 25 年 12 月 星ヶ丘厚生年金病院 臨床研究審査委員会 会議の記録の概要 

 

開催日時 平成 25 年 12 月 24 日（火）17:30～18:10 

開催場所 星ヶ丘厚生年金病院 新会議室Ａ 

出席委員名 

 

辰巳 満俊、辰野 真理子、中島 充、濱田 雅之、加藤 晴久、伊藤 泰司、水谷 雅生、 

道下 佳子、小西 由起子、岡田 眞二、畑山 仁男、宮本 光裕、池邉 義教、塙 由美子、前野 宏 

議題及び審議

結果を含む主

な議論の概要 

会の成立を確認して議事に入った。 

 

■前回の会議の記録の概要 

前回（2013 年 11 月 25 日）の本委員会の会議の記録の概要の確認が為された。この内容で当

院のホームページ上で公表することが承認された。 

 

【臨床研究依頼】 

■PRAISE Study：主幹動脈病変を有する急性期虚血性脳血管障害における 

抗血小板反応性モニタリングの臨床的意義に関する研究 

研究を行うことの妥当性について審議した。 

審議結果：承認。但し、ファーマコゲノミクス研究の実施の適否については、星ヶ丘厚生年

金病院医の倫理委員会に委任する。 

 

【製造販売後調査依頼】 

 以下の製造販売後調査について、調査を行うことの妥当性について審議した。 

■Best Multi Fixation Hip Screw Nail System 有用性調査 

審議結果：承認 

 

【治験に関する継続審査】 

■第一三共株式会社の依頼による虚血性脳血管障害患者を対象とした 

CS-747S（プラスグレル塩酸塩）の既存治療対照第Ⅲ相二重盲検比較試験 

海外で認められた新たな安全性情報について、引き続き治験を実施することの妥当性につい

て審議した。                                         

また、当院で発生した重篤な有害事象（胃癌）と本症例の治験中止に関する報告があり、引

き続き治験を実施することの妥当性について審議した。 

審議結果：承認 

 

【臨床研究に関する継続審査】 

■ゲフィチニブ単剤療法増悪後の EGFR 遺伝子変異陽性高齢者進行非小細胞肺癌に対する 

ドセタキセル単剤療法とドセタキセル・ゲフィチニブ併用療法のランダム化比較第Ⅱ相試験

（JMTO LC12-01）              

症例集積のため、試験デザインが①使用する薬剤はドセタキセル以外にペメトレキセドを追

加、②ドセタキセルもしくはペメトレキセドの薬剤選択は事前に施設でどちらを使用するか

JMTO 試験事務局に申請、当院はペメトレキセドを使用する、③対象を「プラチナダブレットに

よる治療が適応とならない症例」とした上で、年齢の下限が 75 歳から 70 歳に変更され、実施

計画書が変更されることについて、引き続き研究を実施することの妥当性について審議した。 

それに伴い、試験名が『ゲフィチニブ単剤療法増悪後の EGFR 遺伝子変異陽性高齢者進行非小

細胞肺癌に対するドセタキセルまたはペメトレキセド単剤療法とドセタキセルまたはペメト

レキセド・ゲフィチニブ併用療法のランダム化比較第Ⅱ相試験』に変更された。 

審議結果：承認 

 

■ＯＧＳＧ１２０５                                       

記載整備による実施計画書（ver1.1→ver1.2）の変更、及び TS-1OD 錠への切り替えに伴う
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同意説明文書（第 1版→第 2版）の変更について、引き続き研究を実施することの妥当性につ

いて審議した。 

審議結果：承認 

 

■QUACK 試験：根治切除不能大腸癌に対するセツキシマブを含む一次治療における有害事象と

QoL の関連の検討 

記載整備による同意説明文書（第 1版→第 2版）の変更について、引き続き研究を実施する

ことの妥当性について審議した。 

審議結果：承認 

 

■PROSPECTIVE 試験：冠動脈疾患既往患者における高脂血症治療薬（プロブコール）の 

血管イベント発症の二次予防効果および抗動脈硬化作用を評価する臨床研究 

目標症例数 5例→10 例の変更について、引き続き研究を実施することの妥当性について審議

した。 

審議結果：承認 

 

【製造販売後調査に関する継続審査】 

 以下の製造販売後調査の契約変更について、報告があった。 

■タイケルブ錠  

 調査実施期間の延長 

 

【製造販売後調査に関する終了報告】 

以下の製造販売後調査の終了報告があり、特に意見なく了解された。 

■テラビック錠２５０ｍｇ 

 

以上 
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平成26年３月星ヶ丘厚生年金病院臨床研究審査委員会会議の記録の概要

開催日時

開催場所

出席委員名

議題及び審議

結果を含む主

な議論の概要

平成26年３月２４日（月）１８:30～19:0０

星ヶ丘厚生年金病院新会議室Ａ

辰巳満俊、辰野真理子、中島充、加藤晴久、伊藤泰司、水谷雅生、道下佳子

小西由紀子、岡田虞二、畑山仁男、宮本光裕、池遷義教、塙由美子、前野宏

会の成立を確認して議事に入った。

■前回の会議の記録の概要

、

前回（2014年２月２４日）の本委員会の会議の記録の概要の確認が為された。この内容で当

院のホームページ上で公表することが承認された。

【製造販売後調査依頼】

以下の製造販売後調査について、調査を行うことの妥当性について審議した。

■人エ股関節大腿骨コンポーネント「Ｊ－Ｔａｐｅｒステム」有用性調査

審議結果：承認

【治験に関する継続審査】

■第一三共株式会社の依頼による虚血性脳血管障害患者を対象とした

CS-747S（プラスグレル塩酸塩）の既存治療対照第皿相二重盲検比較試験

国内および海外で認められた新たな安全性情報について、引き続き治験を実施することの妥

当性について審議した。

審議結果：承認

【臨床研究に関する継続審査】

■ＲＥＳＰＥＣＴＳｔｕｄｙ：脳卒中既往患者を対象とした厳格降圧療法の二次予防効果を

検討する大規模臨床研究

当院責任医師の変更と実施状況報告について、引き続き研究を実施することの妥当性、適格

性について審議した。

審議結果：承認

■人工膝関節置換術における術中関節周囲多剤カクテル注射の除痛効果に関する研究

当院責任医師の変更とそれに伴う同意説明文害の変更、および実施状況報告について引き続

き研究を実施することの妥当性、適格性について審議した。

審議結果：承認

■急性期脳卒中患者の離床時のリスク管理における脳組織酸素モニタの有用性について

症例集積のため研究実施予定期間の延長による実施計画書の変更、および実施状況報告につ

いて引き続き研究を実施することの妥当性について審議した。

審議結果：承認

■ＥＸＰＡＮＤＳｔｕｄｙ：非弁膜症性心房細勤患者の脳卒中および全身性塞栓症に対する

リバーロキサバンの有効性と安全性に関する登録観察研究

当院責任医師の変更と実施状況報告について、引き続き研究を実施することの妥当性、適格

性について審議した。

審議結果：承認

－１－



2014.3.241RＢ

■ＣＳＰＳ．ｃ◎ｍ：脳梗塞再発高リスク患者を対象とした抗血小板薬併用療法の有効性及び

安全性の検討

臨床研究計画書の変更、および当院責任医師の変更とそれに伴う同意説明文害の変更につい

て引き続き研究を実施することの妥当性について審議した。

審議結果：承認

【臨床研究に関する終了報告】

以下の臨床研究の終了報告があり、特に意見なく了解された。

■Ｊ－ＳＴＡＲＳ：脳血管疾患の再発に対する高脂血症治療薬HMG-CoA還元酵素阻害薬の

予防効果に関する研究

■Ｊ－ＳＴＡＲＳ付随研究：高脂血症治療薬HMG-CoA還元酵素阻害薬の

総頚動脈内中膜複合体へ及ぼす効果について

■LH-RHアゴニスト投与間隔の差異におけるテストステロンレベル長期観察少数例検討

■Ｃｏｇｎａｃｓｔｕｄｙ：クロピドグレル抵抗性における

遺伝子多型の臨床的意義に関する研究

■Ｊ－ＳＴＡＲＳＧｅｎ◎ｍｉｃｓ：脳血管疾患の再発に対する高脂血症治療薬

HMG-CoA還元酵素阻害薬の予防効果の遺伝子背景に関する研究

■前立腺全摘ならびに生検標本における分子マーカによる生化学的再発予測の検討

■わが国のCOPD患者を対象としたBODEindexの妥当性の検討

【製造販売後調査に関する終了報告】

以下の製造販売後調査の終了報告があり、特に意見なく了解された。

■トラクリア錠62.5mｇ

【臨床研究に関する実施状況報告及び継続審査】

以下、３９試験について、臨床研究の実施状況報告があり、研究を継続して行うことの妥当

性について審議し、承認された。

■ＳＡＣＵＲＡｔｒｉａｌ：StageⅡ大腸癌に対する術後補助化学療法に関する研究

■ＳＡＣＵＲＡｔｒｉａｌ付随研究：StageⅡ大腸癌における分子生物・病理学的マーカー

による再発high-risk群とフシ化ピリミジン感受性群の選択に関する研究

■ＡＣＴＳ－ＣＣ：StageⅢ結腸癌治癒切除例に対する術後補助化学療法としての

UFT/Leucovorin療法とTS-1療法の第Ⅲ相比較臨床試験

(付随研究：遺伝子発現に基づく効果予測因子の探索的研究）

■脳主幹動脈狭窄による急性期アテローム血栓性脳梗塞に対する

血管内ステント留置術に関する臨床研究

■ＪＦＭＣ３７－Ｏ８０１：StageⅢ(Dukes'C)結腸癌治癒切除例に対する術後補助化学療法と

してのカペシタビンの至適投与期間に関するランダム化第、相比較臨床試験

■ＪＦＭＣ３７－Ｏ８０１付随研究:結腸癌術後治癒切除例に対する術後補助化学療法として

のカペシタビン投与期間延長によるHRQOLおよび医療経済性への影響の調査

■Ｂ－ＣＡＳＴ:治癒切除結腸癌(StageⅢ)を対象としたフシ化ピリミジン系薬剤を用いた

術後補助化学療法の個別化治療に関するコホート研究

■ＫＩＮＧ試験：消化管間質腫癌(GIST)患者を対象としたイマチニブによる術後補助療法の

1年間投与と６ヶ月間投与のランダム化第Ⅱ相試験

■筋層浸潤跨眺癌に対するケムシタビン+シスプラチン併用勝脱全摘術前化学療法の検討

■AphaseⅡtrialofneoadjuvantimatinibforlargegastricGISTinAsia

(大型の胃GISＴに対する術前イマチニブ療法のアジア共同第Ⅱ相試験）

■ＪＳＫＤＣＯ６：頻回再発型小児ネフローゼ症候群を対象としたタクロリムス治療と

シクロスポリン治療の多施設共同非盲検ランダム化比較試験

■アダリムマブの関節リウマチ及び乾癖、関節症性乾癖患者に対する

血清学的検証を加えた臨床的有用性の検討
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■ＪＦＭＣ４１－１００１－Ｃ２（ＪＯＩＮＴｒｉａＩ）：StageⅡ/StageⅢ結腸癌

治癒切除例に対する術後補助化学療法としてのmFOLFOX6療法の認容性に関する検討

(付随研究：オキサリプラチンの安全性指標に関する策定研究）

■Ｎ－ＳＡＳＢＣＯ７：HER2陽性の高齢者原発性乳がんに対する術後補助療法における

トラスツズマブ単剤と化学療法併用に関するランダム化比較試験

Ｎ－ＳＡＳＢＣＯ７観察研究：HER2陽性の高齢者原発性乳がんに対する

術後補助療法における観察研究

付随研究：乳がん患者の多目的コホート研究０７

■ＪＳＫＤＣＯ５：初発寛解後早期に再発する小児ステロイド感受性ネフローゼ症候群患者を

対象とした標準治療(再発時プレドニゾロン治療）と標準治療十高用量ミゾリビン併用治療

の多施設共同オープンランダム化比較試験

■変形性膝関節症患者に対するヒアルロン酸製剤の有効性・安全性に関する研究

■ＯＳＣＩＳｓｔｕｄｙ:脊柱管狭窄を伴う非骨傷性頚髄損傷に対する

早期手術と待機治療のランダム化比較試験

■ＯＧＳＧ１１０３：TS-1術後補助化学療法後の再発胃癌症例に対するTS-1+CDDP(SP)療法と

Capecitabine+CDDP(XP)療法の無作為化第Ⅱ相臨床試験（HERBIS-2）

■ＯＧＳＧ１１０４：測定可能病変を有していない進行再発胃癌を対象としたS－１+DTX療法と

S-1+CDDP療法のランダム化第Ⅱ相試験（HERBIS-3）

■MRSA肺炎診断・治療の実態調査

■ＯＧＳＧ１１０５：測定可能病変を有するHER2陰性切除不能胃癌症例に対する

TS-1＋CDDP(SP)療法とカペシタビン＋CDDP(XP)療法の無作為化第Ⅱ相臨床試験(HERBIS－４A）

■ＯＧＳＧ１１０８：Ｓ－１による胃癌術後補助化学療法患者に対する成分栄養剤

(エレンタール③）の有用性に関する第Ⅱ相臨床試験

■ＪＦＭＣ４４－１１０１：治癒切除不能な進行・再発胃癌症例におけるHER2の検討

-観察研究一

■ＯＧＳＧ１１０６：切除不能進行胃癌に対するTS-1+CDDP+CPT-11（IPS）併用療法

第１／Ⅱ相臨床試験（HERB1S-4B）

■骨粗鑑症に対する多施設共同ランダム化比較臨床研究-ミノドロン酸水和物と

ラロキシフェン塩酸塩の比較による有効性・安全性の検討一（JOINT-04）

■冠動脈疾患を有する高血圧合併高齢者に対するARBの心保護効果の検討

一多施設共同無作為化比較試験一

■ＯＧＳＧＯ９０２:高齢者進行・再発胃癌症例に対するＴＳ－１＋ドセタキセル（DTX）併用療法

の第Ⅱ相臨床試験

■ＪＦＭＣ４６－１２０１：再発危険因子を有するStageⅡ大腸癌に対するUFT/LV療法の

臨床的有用性に関する研究

■ＯＧＳＧ１２０１：フツ化ピリミジン系薬剤とプラチナ系薬剤との併用療法に不応となった

進行・再発食道癌に対するドセタキセル単独療法とパクリタキセル単独療法の

ランダム化比較第Ⅱ相試験

■ｏＧＳＧ１２０２:HER2陽性・測定可能病変を有さない進行再発胃癌に対する

TS-1+CDDP+Trastuzumab（SPT）３週間サイクル併用療法第Ⅱ相試験（HERBIS-1B）

■去勢抵抗性前立腺癌に対する化学療法剤、内分泌化学療法剤の使用時期による

有効性・安全性の検討

■ＪＦＮＣ４７－１２０２－Ｃ３:StageⅢ結腸癌治癒切除例に対する術後補助化学療法とし

てのmFOLFOX6療法またはXELOX療法における５－FU系抗がん剤およびオキサリプラチンの

至適投与期間に関するランダム化第Ⅲ相比較臨床試験（ACHIEVETrial）

■冠動脈疾患既往患者における高脂血症治療薬(プロブコール)の血管イベント発症の

二次予防効果および抗動脈硬化作用を評価する臨床研究(PROSPECTIVE試験）

■ＯＧＳＧ１２０３:イリノテカン＋トラスツズマブ併用療法の

進行・再発HER2陽性胃癌既治療例に対する多施設第Ⅱ相試験(HERBIS－５）
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■ゲフィチニブ単剤療法増悪後のEGFR遺伝子変異陽性高齢者進行非小細胞肺癌に対する

ドセタキセルまたはペメトレキセド単剤療法とドセタキセルまたはペメトレキセド。

ゲフィチニブ併用療法のランダム化比較第Ⅱ相試験

■ハイリスク消化管間質腫癌(GIST)に対する完全切除後の治療に関する研究

(STARReGISTry）

■女性の過活動勝脱患者におけるβ３受容体作動薬と抗コリン薬のクロスオーバー法による

無作為２群割付け比較試験

■ＯＧＳＧ１２０５:根治切除可能な大型３型/4型胃癌に対する

術前TS-1+CDDP併用化学放射線療法第１／Ⅱ相臨床試験

■メトトレキサー卜投与量が週８mgを超える治療経験のない関節リウマチ患者に対する

メトトレキサー卜増量治療およびブシラミン追加併用療法による

寛解導入率の比較のための前向きオープンラペル多施設共同ランダム化並行群間比較試験

【その他】

治験管理室から平成２６年度の本委員会の開催の予定が配布された。

以上
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